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香 川 労 災 病 院

原 田 英 雄

昭和28年 以来 の県民一体 とな った誘致運動 が実 を

結び,丸 亀市 に当院 を設置す ることが昭和30年 に決

定 され ました.昭 和31年4月,内 科,外 科,整 形外

科の3診 療科(40床)で 診療 を開始 し,34年12月 に

眼科 を加 えた4診 療科,202床 の病 院 としてス ター ト

しました.そ の後,増 床 ・造設 を重ねて診療機能 の

充実 を図って きま したが,平 成3年9月,診 療機能

の飛躍的発展 を目指 して全 面増改築工事 に着手 し,

平成8年8月 に診療棟(7階)が,翌9年3月 に管

理棟(3階)が 竣工 しま した.高 度医療 の実現 に向

けて,こ の機会 に最新 の機 器 ・設備 を導入 しました.

現在394床,16診 療科(内 科,外 科,整 形外科,眼 科,

リハ ビリテー シ ョン科,耳 鼻咽喉科,麻 酔科,放 射

線科,脳 神経外科,泌 尿器科,神 経 内科,精 神科,

循環器科,形 成外科,産 婦人科,歯 科 口腔外科)で

診療 を行 ってお ります.

当院の使命 は労災疾病 を中心 とす る職 業関連疾 患

の予防,検 診,治 療,リ ハ ビ リテー シ ョン,在 宅 医

療 です.こ れが,わ れ われに課せ られた政策医療 で,

約半数 の医師が産業医の資格 を取得 してお ります.

しか し一方 では,こ れ までお世話 になった地域住 民

の要望 に もお応 えす る責任が あ り,地 域 医療 に対す

る貢献 も重視 してお ります.こ れ ら両輪 の使命 を達

成す るため に,以 下の理念 を掲げてお ります.① 生

命の尊厳 と人間愛 を基本に医療水準の向上 と安全 の

確保 に努め る,② 人 び との健康 としあわせ のために

利用 しやす いサー ビスを志 向す る,③ 患者 中心 の医

療 を堅持 し,病 む人の側に立つ医療 を行 う,④ 公平

で親 しまれ るサー ビスを提供 し,勤 労 者 ・地域住 民

の方々の満足が得 られ るよ うに努め る.

政策医療の 中心 は,① 勤労者 メンタルヘ ル スの推

進 と「心の電話相談」,② 振動病 センター としての活

動推進,③ 潜水病,ガ ス中毒,突 発性難聴 な どに対

す る高圧治療施設の活用,④ 職場への 出張健 診(二

次予防)や 有害物質等取扱 い者の特殊検診 に加 えて,

新設 され た予防医療部(一 次医療)の 活動推進,⑤

勤労者の早期 かつ適切な社会 復帰 に向 けての リハ ビ

リテー シ ョン活動の推進,⑥ 突発的 な職場事故や 災

害 に常時対応で きる救命 ・救急医療の推進,⑦ 産業

保健推進セ ンターへの協力です.

一方 ,地 域医療の面では,開 放型病床(現 在15床)

を もつ地域 中核 病院 として,丸 亀市(人 口8万 人)

のみ な らず 中讃医療圏(人 口32万 数千 人)の 各 医師

会 と地域連携 を結び,ま た,市 町村の健診,教 育 講

演活動の支援 も行 ってお ります.

医療の質 を改善す る活動の一環 として,日 本 医療

機能評価機構に よる病 院機能評価の認定証 を平 成12

年1月 に受領 しま した.そ れ とともに,医 療 マネ ジ

メン ト(安 全マネ ジメン ト,質 のマネ ジ メン ト,感

染マ ネジメン ト,情 報マネ ジメン ト,経 営 マネ ジメ

ン ト,イ ンフォーム ドコンセ ン ト,ク リニカルパ ス

とチー ム医療 な ど)の 推進活動が加速 しました.現

在,平 成15年 度に総合 的 オー ダ リング システム を導

入すべ く,着 々準備 を進め てお ります.ま た,人 材

育成 に貢献す るため に厚労省臨床研修病 院の審査 を

受審 し,平 成12年3月 に指定 を受 け ました.平 成16

年度 のスーパー ロー テー ト式卒後 臨床研修 本格実施

に向けて試行 中ですが,将 来的 には ピラ ミッ ド方式

の レジデ ン ト制 を確立 したい と考 えてお ります.

最近,病 院情報 の発信 のみな らず コ ミュニ ケー シ

ョンの重要性 が世 間一般 で話題 に なってお ります .

従 来の香川労 災病 院雑 誌の年1回 の刊 行 に加 えて,

いわゆ るcustomers(患 者,連 携先医療施 設の スタ

院 長:原 田英雄

香 川労 災 病 院

〒763-8502丸 亀 市城 東 町3-3-1

電話:0877-23-3111 FAX: 0877-24-1147



334　 原 田 英 雄

香 川 労 災 病 院

ッフ,取 引業者,地 域住 民)と の コ ミュニケー ショ

ンの手段 として季刊誌 「いぶ き」の発行 と 「労災病

院公 開講座」 を平 成12年 か ら開始 しま した.ホ ーム

ペー ジに関 しては ,リ アル タイムの情報提供 と更新

に課題 を残 してお ります.

労 災病 院群 の経 営母体 である労働福祉事業 団の改

革 は平成9年 頃か らすでに始 まってお りましたが,

現 内閣の誕生 に よ り特殊 法人改革の一環 として改革

が一気 に加速 しました.最 終的 に,「労災疾病 につ い

て研究機能 を有す る中核病 院 を中心 に再編 す る」 と

して,独 立行政法 人に移行 す ることが平成13年12月

19日 に閣議決定 され,平 成16年4月 か ら独 立行政法

人化す る法案が最近 の臨時国会 を通過 しました(14

年12月6日 に可決 ・成立).政 策医療遂行責任,自 立 ・

経営責任,透 明性確保 ・説明責任 を問 う重 い決定 で

すが,一 方 では,わ れ われの行 う政策 医療が 国の重

要 な ライフラインの一つ であ るとい うことが認め ら

れたわけで,十 分 に効果的 なインセ ンティブ として

作用す ると考 えてお ります.

以上,わ れ われ は政策医療 と地域医療 に懸命に取

り組 んでお りますが,ロ ーマは1日 に して成 らず,

さらに継続 して改善 を積 み重ね なければな りません.

達成 に向け て努力す る職 員の合 い言葉は,C.R.ダ ー

ウィンが「種の起源」で述べた, "It is not the strongest

 of the species that survives, not the most intelli

gent, but the one most responsive to change"「 生

き残 るの は最強の種 で もなければ,英 知 にす ぐれた

種 で もない.最 も敏 感に変化に対応す る種 であ る」.

擱筆す るに あた り,岡 山大学,岡 山医学同窓会,

岡山大学関連病院長会 の発 展 をお祈 り申し上げ ます

とともに,今 後 とも諸先生の御指 導,御 鞭撻 を賜 り

ます よ う,心 か らお願 い 申 し上げ ます.

(平成14年12月14日)


